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芭
蕉
句
碑
残
る
水
神
社

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化
第
149
回

　
大
洲
水
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
直
ぐ
の
境
内
右
横
に
、
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
句
碑
は
明
治
九
年（
一
八
七
六
年
）に
建
設
記
念
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
か
ら
、
今
か
ら
一
五
〇
年
ほ
ど
前
の
碑
で
す
。
現
在
境
内
に
は
水
神
宮
様

と
大
六
天
神
様
が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
五
年
壬
申
六
月
に
大
六
天
神

が
再
建
さ
れ
、
明
治
八
年
に
は
水
神
宮
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
句
碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
主
は
大
洲
生
ま
れ
の
映
雪
堂
花
彦
で
、
俳
諧
の
宗
匠
で
も
あ
り
ま
し
た
。

詠
吟
も
多
く
、
地
元
の
大
洲
社
中
、
延
方
社
中
な
ど
の
俳
諧
結
社
を
率
い
て
多

く
の
門
弟
を
指
導
し
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
水
郷
地
方
で
は
庶
民
文
化
と
し
て
俳
諧

が
流
行
し
ま
し
た
。

　
芭
蕉
の
句『
刈（
か
り
）か
け
し 

田
面（
た
づ
ら
）の
鶴（
つ
る
）や 

さ
と
の
秋（
あ

き
）　 

は
せ
を（
芭
蕉
）』は
、「
鹿
島
紀
行
」（
貞
享
四
年 

一
六
八
七
年
）の「
田
家
」

の
中
に
あ
る
句
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
し
た
。「
稲
を
刈
り
か
け
た
田
ん
ぼ
で
、

鶴
が
え
さ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。の
ど
か
な
里
の
秋
だ
な
あ
。」と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　
貞
享
四
年
八
月
十
四
日
、
松
尾
芭
蕉
は
名
月
を
見
る
た
め
、
門
人
の
曾
良
（
そ

ら
）・
宗
波（
そ
う
は
）を
伴
い
鹿
島
・
潮
来
方
面
へ
出
か
け
る
旅
を
し
ま
し
た
。

　
江
戸
深
川
の
芭
蕉
庵
か
ら
舟
で
行
徳
へ
。
そ
れ
か
ら
陸
路
で
布
佐
へ
。
そ
こ
か

ら
夜
舟
で
鹿
島
根
本
寺
に
至
り
ま
す
。
翌
日
、
鹿
島
神
宮
に
参
詣
し
、
芭
蕉
の

禅
の
師
と
い
わ
れ
る
仏
頂
和
尚
を
訪
ね
て

一
泊
し
、
雨
間
の
月
見
を
し
ま
す
。

　
芭
蕉
は
帰
路
に
潮
来
の
本
間
自
準
宅

を
訪
問
し
ま
す
。
こ
の
句
は
潮
来
に
向

か
う
途
中
、
前
川
か
ら
見
た
光
景
を
詠

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
枚
の
石
碑
か
ら
、当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
や
文
化
を
ひ
も
と
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

 

　（
参
考
）中
根
誠『
常
陸
俳
諧
散
歩
』（
二
〇
一
八
、
暁
印
書
館
）、『
潮
来
町
史
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会
　
委
員
　
石
津 

藤
好

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
霞
ヶ
浦
流
域
研
究
２
０
２
５
」が
大
盛
況

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然
第
88
回

　

寒
暖
の
差
が
大
き
な
冬
が
終
わ
り
、
よ

う
や
く
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生

た
ち
の
野
外
調
査
が
本
格
化
す
る
前
の
3

月
2
日
に
、
茨
城
大
学
水
圏
環
境
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
霞
ヶ
浦
流
域
研
究
２
０
２
５
」が
、
レ

イ
ク
エ
コ
ー
（
鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
流
域
な
ど
で

調
査
・
研
究
を
行
う
高
校
生
・
大
学
生
、
県

の
自
然
博
物
館
や
水
産
試
験
場
、
霞
ケ
浦

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
、
市
民
な
ど

が
集
ま
っ
て
、
最
新
の
成
果
を
報
告
し
合
い

ま
し
た
（
写
真
１
、２
）。
今
年
は
口
頭
発
表

7
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
25
題
で
、
81
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
例
年
通
り
発
表
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
の
水
質

や
流
れ
の
解
析
、
新
た
な
水
質
改
善
技
術
、

近
年
の
ア
オ
コ
の
発
生
状
況
、
ド
ロ
ー
ン
撮

影
に
よ
る
湖
岸
植
生
帯
調
査
手
法
の
検
討
、

ユ
ス
リ
カ
類
幼
虫
の
長
期
的
な
個
体
数
変

動
に
及
ぼ
す
環
境
要
因
、
外
来
植
物
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
帯
で
の
魚
類
・
エ
ビ
類

の
生
息
状
況
、
ワ
カ
サ
ギ
や
シ
ラ
ウ
オ
、
ゴ

ロ
（
ハ
ゼ
類
）
な
ど
水
産
上
重
要
種
の
生
態

や
資
源
変
動
要
因
、
淡
水
域
で
の
海
水
魚

ス
ズ
キ
の
生
態
、
外
来
ナ
マ
ズ
を
材
料
と
す

る
製
品
開
発
プ
ラ
ン
な
ど
。
ま
た
、
周
辺
地

域
で
の
事
例
と
し
て
、
波
崎
海
岸
で
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
特
徴
や
分
析
方
法
、

菅
生
沼
の
魚
類
相
、
関
東
地
方
で
の
外
来

魚
ヨ
コ
シ
マ
ド
ン
コ
の
分
布
拡
大
、
福
島
県

の
帰
還
困
難
区
域
で
の
放
射
性
物
質
の
挙

動
な
ど
の
報
告
も
あ
り
、
情
報
交
換
の
時

間
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
霞
ヶ
浦
流
域
の
生
徒・学
生・

研
究
者
・
市
民
の
み
な
さ
ま
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共
創
機
構

　
　
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
誠
也
・
加
納
光
樹

（写真2）  ポスター発表も大盛況！

（写真1） 大学生が口頭発表中


